
(57)【要約】

【課題】　本発明の目的は、主として呼吸器に薬剤を投

与する吸入療法のために使用するものであって、慢性呼

吸不全等の疾患により酸素濃縮気体を常時吸引しなけれ

ばならない患者が簡単且つ安全に使用可能な吸入器を提

供することにある。

【解決手段】　気体導入口８と、液状又は粉状の吸入対

象物を入れる主室６と、気体導入口８から導入した気体

と前記主室６の吸入対象物を一緒にして使用者に供給す

る供給口１０とを有する吸入器２であって、前記気体導

入口８に酸素チャンバー３を設け、その酸素チャンバー

３に酸素又は酸素濃縮空気を供給する酸素供給経路１１

と、外気を導入する外気導入経路１２とを設けてなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 気 体 導 入 口 と 、
　 液 状 又 は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る 主 室 と 、
　 気 体 導 入 口 か ら 導 入 し た 気 体 と 前 記 主 室 の 吸 入 対 象 物 を 一 緒 に し て 使 用 者 に 供 給 す る 供
給 口 と を 有 す る 吸 入 器 で あ っ て 、
　 前 記 気 体 導 入 口 に 酸 素 チ ャ ン バ ー を 設 け 、 そ の 酸 素 チ ャ ン バ ー に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気
を 供 給 す る 酸 素 供 給 経 路 と 、 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路 と を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す
る 吸 入 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 酸 素 チ ャ ン バ ー の 容 量 が ４ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吸
入 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 酸 素 チ ャ ン バ ー の 酸 素 供 給 経 路 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る た め の 酸 素 供 給 手 段
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 吸 入 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 気 体 導 入 口 と 、
　 液 状 又 は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る 主 室 と 、
　 気 体 導 入 口 か ら 導 入 し た 外 気 と 前 記 主 室 の 吸 入 対 象 物 を 一 緒 に し て 使 用 者 に 供 給 す る 供
給 口 と を 有 す る 吸 入 器 に 使 用 す る も の で あ っ て 、
　 内 部 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る 酸 素 供 給 経 路 と 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路 と
を 備 え 、 前 記 気 体 導 入 口 を 覆 う よ う に し て 吸 入 器 に 装 着 す る よ う に し た 吸 入 器 用 酸 素 チ ャ
ン バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 容 量 が ４ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 吸 入 器 用 酸 素 チ ャ ン バ ー
。
【 請 求 項 ６ 】
　 コ ン プ レ ッ サ ー と 、 次 の （ ａ ） ～ （ ｅ ） の 要 件 を 具 備 す る 吸 入 器 と を 備 え た 吸 入 装 置 。
（ ａ ） 気 体 導 入 口 と 、
（ ｂ ） 該 気 体 導 入 口 に 設 け ら れ 、 内 部 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 気 体 を 供 給 す る 酸 素 供 給 経 路 と
、 内 部 に 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路 と を 設 け て な る 酸 素 チ ャ ン バ ー と 、
（ ｃ ） 液 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る 主 室 と 、
（ ｄ ） 使 用 者 向 け の 供 給 口 と を 有 し 、
（ ｅ ） 酸 素 チ ャ ン バ ー か ら 導 入 す る 気 体 と 前 記 主 室 内 の 吸 入 対 象 物 を 前 記 供 給 口 に 供 給 す
る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 酸 素 チ ャ ン バ ー の 酸 素 供 給 経 路 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る た め の 酸 素 供 給 手 段
を 備 え た 請 求 項 ６ 記 載 の 吸 入 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 吸 入 対 象 物 を 主 室 内 の 空 中 に 分 散 さ せ 、 一 方 、 酸 素 チ ャ ン バ ー に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気
を 供 給 し 、 主 室 内 に 分 散 さ せ た 吸 入 対 象 物 を 酸 素 チ ャ ン バ ー 内 の 気 体 と 一 緒 に 供 給 口 に 供
給 し 、 も っ て 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 と 吸 入 対 象 物 を 使 用 者 に 吸 入 さ せ る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 吸 入 器 の 使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 状 又 は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 使 用 者 に 吸 入 さ せ る た め の 吸 入 器 及 び 吸 入 装 置
若 し く は 吸 入 器 の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-342353 A 2005.12.15



　 従 来 の 吸 入 器 １ ０ ０ は 図 ７ に 示 し た よ う に 、 気 体 導 入 口 １ ０ １ と 、 液 状 の 吸 入 対 象 物 を
入 れ る 主 室 １ ０ ２ と 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ３ の 圧 縮 空 気 （ 圧 力 ＝ ５ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 、 供 給 流
量 ＝ ４ ～ １ ０ （ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 程 度 ） を 動 作 担 体 気 体 と し て 吸 入 対 象 物 を 霧 化 す る 霧 化 手 段
１ ０ ４ と 、 使 用 者 が 口 に く わ え て 吸 入 す る マ ウ ス ピ ー ス 型 の 供 給 口 １ ０ ５ と を 有 す る 。 か
か る 吸 入 器 １ ０ ０ は 一 般 に ジ ェ ッ ト 式 の ネ ブ ラ イ ザ と 呼 ば れ て お り 、 ネ ブ ラ イ ザ に は こ れ
以 外 に も 超 音 波 を 霧 化 手 段 １ ０ ４ と す る 超 音 波 式 の も の も あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 ま た 、 吸 入 器 に は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 主 室 に 入 れ 、 使 用 者 が 供 給 口 を く わ え て 吸 い 込 む
空 気 の 流 れ で 吸 入 対 象 物 を 巻 き 上 げ 、 そ う し て 主 室 内 に 分 散 し た 吸 入 対 象 物 を 空 気 と 一 緒
に 肺 ・ 気 管 支 ・ 咽 喉 な ど の 呼 吸 器 に 送 り 込 む よ う に し た も の も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ５ １ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の よ う な 吸 入 器 １ ０ ０ は 、 多 く の 場 合 、 主 室 １ ０ ２ に 吸 入 対 象 物 と し て 薬 剤 を 入 れ
、 使 用 者 の 呼 吸 器 に そ の 薬 剤 を 投 与 す る い わ ゆ る 吸 入 療 法 の た め の 治 療 器 と し て 使 用 す る
。
　 一 方 、 前 記 吸 入 療 法 に よ る 治 療 を 受 け る 患 者 の 中 に は 、 慢 性 呼 吸 不 全 等 の 疾 患 に よ り 酸
素 濃 度 の 高 い 酸 素 濃 縮 気 体 を 常 時 吸 引 し な け れ ば な ら な い 者 も い る 。
　 こ の よ う な 患 者 に 前 記 吸 入 療 法 を 受 け さ せ る た め 、 従 来 は 前 記 霧 化 手 段 １ ０ ４ の 動 作 担
体 気 体 と し て 高 圧 酸 素 を 使 用 し 、 吸 入 器 １ ０ ０ の 主 室 １ ０ ２ 内 に 霧 化 手 段 １ ０ ４ を 通 し て
酸 素 を 供 給 す る よ う に し て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う に 霧 化 手 段 １ ０ ４ の 動 作 担 体 気 体 と し て 高 圧 酸 素 を 使 用 す る 場 合 、 第 １ に 酸
素 流 量 が ４ ～ １ ０ （ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） に も な る た め 大 量 の 酸 素 を 消 費 す る 、 第 ２ に 酸 素 流 量 が
動 作 担 体 気 体 と し て の 仕 事 を 基 準 に 決 定 さ れ る た め 、 患 者 の 処 方 酸 素 量 を 基 準 と し た 流 量
調 整 が 行 え ず 、 そ の 結 果 、 酸 素 の 過 剰 吸 入 が 起 こ り 得 る 、 第 ３ に 高 圧 酸 素 が 動 作 担 体 気 体
と し て 連 続 し て 放 出 さ れ る た め 患 者 の 呼 気 時 に 放 出 さ れ る 酸 素 が 殆 ど 無 駄 に な る 、 な ど の
問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 気 体 導 入 口 と 、 液 状 又 は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る 主 室 と
、 気 体 導 入 口 か ら 導 入 し た 気 体 と 前 記 主 室 の 吸 入 対 象 物 を 一 緒 に し て 使 用 者 に 供 給 す る 供
給 口 と を 有 す る 吸 入 器 で あ っ て 、 前 記 気 体 導 入 口 に 酸 素 チ ャ ン バ ー を 設 け 、 そ の 酸 素 チ ャ
ン バ ー に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る 酸 素 供 給 経 路 と 、 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路
と を 設 け て な る 吸 入 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 酸 素 チ ャ ン バ ー の 容 量 が ４ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る
請 求 項 １ 記 載 の 吸 入 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 酸 素 チ ャ ン バ ー の 酸 素 供 給 経 路 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮
空 気 を 供 給 す る た め の 酸 素 供 給 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 吸 入 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 気 体 導 入 口 と 、 液 状 又 は 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る
主 室 と 、 気 体 導 入 口 か ら 導 入 し た 外 気 と 前 記 主 室 の 吸 入 対 象 物 を 一 緒 に し て 使 用 者 に 供 給
す る 供 給 口 と を 有 す る 吸 入 器 に 使 用 す る も の で あ っ て 、 内 部 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供
給 す る 酸 素 供 給 経 路 と 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路 と を 備 え 、 前 記 気 体 導 入 口 を 覆 う よ う
に し て 吸 入 器 に 装 着 す る よ う に し た 吸 入 器 用 酸 素 チ ャ ン バ ー を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 容 量 が ４ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 吸 入 器
用 酸 素 チ ャ ン バ ー を 提 供 す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 し た よ う に 、 コ ン プ レ ッ サ ー と 、 次 の （ ａ ） ～ （ ｅ ） の 要 件 を 具
備 す る 吸 入 器 と を 備 え た 吸 入 装 置 を 提 供 す る 。
（ ａ ） 気 体 導 入 口 と 、
（ ｂ ） 該 気 体 導 入 口 に 設 け ら れ 、 内 部 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 気 体 を 供 給 す る 酸 素 供 給 経 路 と
、 内 部 に 外 気 を 導 入 す る 外 気 導 入 経 路 と を 設 け て な る 酸 素 チ ャ ン バ ー と 、
（ ｃ ） 液 状 の 吸 入 対 象 物 を 入 れ る 主 室 と 、
（ ｄ ） 使 用 者 向 け の 供 給 口 と を 有 し 、
（ ｅ ） 酸 素 チ ャ ン バ ー か ら 導 入 す る 気 体 と 前 記 主 室 内 の 吸 入 対 象 物 を 前 記 供 給 口 に 供 給 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 し た よ う に 、 酸 素 チ ャ ン バ ー の 酸 素 供 給 経 路 に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮
空 気 を 供 給 す る た め の 酸 素 供 給 手 段 を 備 え た 請 求 項 ６ 記 載 の 吸 入 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 記 載 し た よ う に 、 吸 入 対 象 物 を 主 室 内 の 空 中 に 分 散 さ せ 、 一 方 、 酸 素
チ ャ ン バ ー に 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 し 、 主 室 内 に 分 散 さ せ た 吸 入 対 象 物 を 酸 素 チ ャ
ン バ ー 内 の 気 体 と 一 緒 に 供 給 口 に 供 給 し 、 も っ て 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 と 吸 入 対 象 物 を 使
用 者 に 吸 入 さ せ る よ う に し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 吸 入 器 の 使 用 方 法 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 吸 入 器 は 、 気 体 導 入 口 に 設 け た 酸 素 チ ャ ン バ ー に 外 気 導 入 経 路 が あ っ て 外 気 に
対 し て 半 開 放 に な っ て い る た め 、 酸 素 チ ャ ン バ ー に 供 給 す る 酸 素 の 圧 力 が ご く 低 圧 で よ い
。 従 っ て 慢 性 呼 吸 不 全 患 者 の 在 宅 酸 素 療 法 に 用 い ら れ て い る よ う な 低 圧 の 酸 素 供 給 手 段 （
酸 素 濃 縮 装 置 や 酸 素 ボ ン ベ 等 ） が 酸 素 チ ャ ン バ ー へ の 酸 素 供 給 源 と し て そ の ま ま 利 用 で き
る 。 よ っ て 、 慢 性 呼 吸 不 全 患 者 等 で も 在 宅 で 吸 入 療 法 が 行 え る 。 多 く の 場 合 、 慢 性 呼 吸 不
全 患 者 等 は 吸 入 療 法 を も 必 要 と す る か ら 、 本 発 明 に よ っ て そ の よ う な 患 者 の 通 院 の た め の
負 担 が 大 幅 に 軽 減 で き る 。
　 ま た 、 酸 素 チ ャ ン バ ー が 半 開 放 状 態 に な っ て い る た め 、 使 用 者 の 吸 気 量 が 酸 素 チ ャ ン バ
ー の 容 量 を 越 え た と き に 、 外 気 導 入 経 路 か ら 外 気 が 自 然 に 流 れ 込 む 。 従 っ て 使 用 者 に 息 苦
し さ を 感 じ さ せ る お そ れ が な い 。
　 ま た 、 酸 素 チ ャ ン バ ー へ の 酸 素 供 給 量 の 制 御 は 、 酸 素 濃 縮 装 置 や 酸 素 ボ ン ベ の 出 力 を 制
御 す る こ と に よ り 比 較 的 容 易 で あ る 。 従 っ て 、 患 者 の 処 方 酸 素 量 を 基 準 と し た 流 量 調 整 が
容 易 且 つ 正 確 に 行 え る 。
　 ま た 、 使 用 者 の 呼 気 時 に 酸 素 チ ャ ン バ ー に 酸 素 が 貯 ま り 、 そ う し て 貯 ま っ た 酸 素 が 使 用
者 の 吸 気 時 に 全 部 吸 い 出 さ れ る か ら 酸 素 が 殆 ど 無 駄 に な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 吸 入 器 用 酸 素 チ ャ ン バ ー は 、 吸 入 器 の 気 体 導 入 口 に 装 着 す る だ け で よ
い た め 、 既 存 の 吸 入 器 を 使 っ て 請 求 項 １ の 利 益 が ご く 簡 単 に 得 ら れ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 に 人 の 呼 吸 サ イ ク ル は 、 １ ／ ３ が 吸 気 で ２ ／ ３ が 呼 気 で あ り 、 前 記 酸 素 チ ャ ン バ ー
に は 呼 気 の 間 に も 絶 え 間 な く 供 給 さ れ る 酸 素 量 、 つ ま り 酸 素 供 給 手 段 か ら 供 給 さ れ る １ 回
の 呼 吸 分 の 酸 素 量 の ほ ぼ ２ ／ ３ が 蓄 え ら れ れ ば 、 供 給 さ れ る 酸 素 の 全 て を 無 駄 な く 使 用 者
に 供 給 す る こ と が で き る 。 従 っ て 酸 素 チ ャ ン バ ー の 容 量 は 、 酸 素 供 給 手 段 か ら 供 給 さ れ る
１ 回 の 呼 吸 分 の ほ ぼ ２ ／ ３ あ れ ば よ い 。 一 方 、 慢 性 呼 吸 不 全 等 の 在 宅 酸 素 療 法 で 処 方 さ れ
る 酸 素 量 の 上 限 は 約 ６ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ で あ り 、 ま た 、 人 の 一 般 的 な 呼 吸 回 数 が １ ０ 回 ／ ｍ ｉ ｎ
で あ る こ と か ら す れ ば 、 酸 素 チ ャ ン バ ー の 容 量 は 、 ６ ０ ０ ０ （ ｍ ｌ ） ／ １ ０ （ 回 ） × ２ ／
３ ＝ ４ ０ ０ （ ｍ ｌ ） 以 下 で あ れ ば よ い こ と に な る 。 従 っ て 、 請 求 項 ２ 又 は ５ の よ う に 酸 素
チ ャ ン バ ー の 容 量 は ４ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 に 設 定 す る の が 合 理 的 で あ り 、 そ れ 以 上 の 大 き さ は 製
造 コ ス ト 、 輸 送 コ ス ト 、 保 管 コ ス ト な ど の あ ら ゆ る 面 で 無 駄 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 図 １ ， 図 ３ ， 図 ４ は 吸
入 装 置 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 図 、 図 ２ は 酸 素 チ ャ ン バ ー を 半 断 面 に し て 示 す 斜 視 図 、 図 ５
， 図 ６ は 他 の 形 態 を 示 す 吸 入 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 吸 入 装 置 １ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 吸 入 器 ２ と 、 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ と 、 圧 縮 空 気 を 供
給 す る コ ン プ レ ッ サ ー ４ と 、 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る 酸 素 供 給 手 段 た る 酸 素 濃 縮
装 置 ５ ０ で 概 略 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 吸 入 器 ２ は ジ ェ ッ ト 式 の い わ ゆ る ネ ブ ラ イ ザ で あ り 、 上 半 部 ５ ａ と 下 半 部 ５ ｂ に 分
離 可 能 で あ っ て 内 部 空 間 を 主 室 ６ と す る 縦 筒 部 ５ と 、 そ の 縦 筒 部 ５ の 上 半 部 ５ ａ 側 面 に 斜
め 上 向 き に 突 設 し た 枝 管 部 ７ と 、 縦 筒 部 ５ の 頂 部 に 開 設 し た 気 体 導 入 口 ８ と 、 縦 筒 部 ５ の
下 半 部 ５ ｂ に 設 置 し た 霧 化 手 段 ９ と 、 前 記 枝 管 部 ７ に 嵌 め 込 ん だ マ ウ ス ピ ー ス 型 の 供 給 口
１ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 筒 状 の 側 壁 ３ ａ の 頂 部 を 天 板 ３ ｂ で 塞
い だ 略 逆 さ カ ッ プ 状 の 形 態 で あ っ て 、 酸 素 又 は 酸 素 濃 縮 空 気 を 供 給 す る 管 状 の 酸 素 供 給 経
路 １ １ が 前 記 側 壁 ３ ａ に 設 け ら れ 、 ま た 、 複 数 の 透 孔 群 で 構 成 さ れ る 外 気 導 入 経 路 １ ２ が
前 記 天 板 ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 。 こ の 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ は 、 下 面 に 内 向 き フ ラ ン ジ ３ ｃ が
突 設 さ れ て お り 、 該 内 向 き フ ラ ン ジ ３ ｃ を 吸 入 器 ２ の 縦 筒 部 ５ の 頂 部 に 嵌 め 込 む こ と に よ
っ て 、 図 １ に 示 し た よ う に 気 体 導 入 口 ８ を す っ ぽ り 覆 う 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
　 な お 、 図 示 し た 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ の 形 態 は 言 う ま で も な く 一 つ の 例 示 で あ っ て 、 例 え ば
（ ａ ） 側 壁 ３ ａ を 多 角 形 の 筒 状 に す る 、 （ ｂ ） 天 板 ３ ｂ と 側 壁 ３ ａ の 境 界 が な い 球 形 の よ
う な 立 体 形 に す る 、 （ ｃ ） 酸 素 供 給 経 路 １ １ を 天 板 ３ ｂ に 設 け る と 共 に 外 気 導 入 経 路 １ ２
を 側 壁 ３ ａ に 設 け る 、 と い う よ う に 内 部 に 必 要 な 空 間 が あ れ ば そ の 形 態 は 自 由 で あ り 、 ま
た 、 取 り 付 け 方 向 も 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 コ ン プ レ ッ サ ー ４ は 、 可 撓 性 を 有 す る 動 作 担 体 チ ュ ー ブ １ ３ を 介 し て 吸 入 器 ２ の 霧
化 手 段 ９ に 繋 が っ て お り 、 圧 力 ＝ ５ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 、 供 給 流 量 ＝ ４ ～ １ ０ （ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 程
度 の 圧 縮 空 気 を 動 作 担 体 気 体 と し て 霧 化 手 段 ９ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る 酸 素 供 給 チ ュ ー ブ １ ４ を 介 し て 酸 素 チ ャ ン バ
ー ３ の 酸 素 供 給 経 路 １ １ に 繋 が っ て お り 、 該 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ に 向 け て 圧 力 ＝ ５ ０ ｋ Ｐ ａ
以 下 の 低 圧 酸 素 を 患 者 の 処 方 酸 素 量 に 応 じ て 供 給 す る 。 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ は 、 例 え ば Ｌ ｉ
系 ゼ オ ラ イ ト の 吸 着 剤 に 窒 素 を 吸 着 さ せ て 空 気 中 の 酸 素 濃 度 を 高 め る 圧 力 変 動 吸 着 式 （ Ｐ
Ｓ Ａ ） や 、 酸 素 選 択 透 過 膜 式 （ 酸 素 富 化 膜 ） 等 の 公 知 の も の が そ の ま ま 使 え る 。
　 な お 、 酸 素 供 給 手 段 は 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 酸 素 ボ ン ベ
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 ぎ に 本 発 明 の 吸 入 装 置 １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 吸 入 器 ２ の 縦 筒 部 ５ を
上 半 部 ５ ａ と 下 半 部 ５ ｂ に 分 離 さ せ 、 下 半 部 ５ ｂ に 吸 入 対 象 物 た る 薬 液 を 入 れ る 。 次 ぎ に
縦 筒 部 ５ を 元 に 戻 し 、 吸 入 器 ２ の 霧 化 手 段 ９ に コ ン プ レ ッ サ ー ４ の 動 作 担 体 チ ュ ー ブ １ ３
を 接 続 し 、 ま た 、 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ を 縦 筒 部 ５ の 頂 部 に 装 着 し 、 該 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ の 酸
素 供 給 経 路 １ １ に 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ の 酸 素 供 給 チ ュ ー ブ １ ４ を 接 続 す る 。 な お 、 上 記 し た
手 順 は 絶 対 的 な も の で は な く 適 宜 に 入 れ 替 え 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 ぎ に コ ン プ レ ッ サ ー ４ を 作 動 さ せ 、 霧 化 手 段 ９ に 前 記 し た よ う な 圧 力 と 流 量 で 圧 縮 空
気 を 送 り 込 む 。 そ う す る と 圧 縮 空 気 が 霧 化 手 段 ９ か ら 噴 出 し 、 そ の 圧 縮 空 気 の 力 で 主 室 ６
の 吸 入 対 象 物 が 霧 化 す る 。 一 方 、 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ も 同 時 的 に 作 動 さ せ 、 酸 素 チ ャ ン バ ー
３ へ の 酸 素 供 給 を 開 始 す る 。 な お 、 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ へ の 酸 素 の 供 給 量 は 、 酸 素 濃 縮 装 置
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５ ０ 側 の 制 御 に よ り 処 方 量 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 で 使 用 者 が 供 給 口 １ ０ を く わ え て 口 で 呼 吸 す る と 、 吸 気 時 の 負 圧 に よ っ て 酸 素
チ ャ ン バ ー ３ の 酸 素 が 、 主 室 ６ 内 に あ る 霧 化 し た 吸 入 対 象 物 を 伴 っ て 供 給 口 １ ０ に 流 れ 、
そ こ か ら 肺 ・ 気 管 支 ・ 咽 喉 な ど の 呼 吸 器 に 吸 い 込 ま れ る 。 な お 、 こ の と き 使 用 者 の 吸 気 量
が 「 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ の 容 量 ＋ 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ の 吸 気 時 の 供 給 酸 素 量 」 を 越 え る と 、 酸
素 チ ャ ン バ ー ３ の 外 気 導 入 経 路 １ ２ か ら 外 気 が 流 入 し て 不 足 分 を 自 動 的 に 補 う 。 従 っ て 使
用 者 は 息 苦 し さ を 感 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 呼 気 は 、 供 給 口 １ ０ の 呼 気 排 出 口 １ ５ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る 。 従 っ て 主 室 ６ や 酸
素 チ ャ ン バ ー ３ に 呼 気 が 逆 流 し な い た め 、 呼 気 の 間 に 、 霧 化 し た 吸 入 対 象 物 が 主 室 ６ に 貯
ま り 、 ま た 、 酸 素 が 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ 内 に 貯 ま る 。 な お 、 吸 気 の と き に 酸 素 チ ャ ン バ ー ３
に 流 入 し た 外 気 は 呼 気 時 に 供 給 さ れ る 酸 素 に よ っ て 外 気 導 入 経 路 １ ２ か ら 外 部 に 押 し 出 さ
れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ， 図 ２ に 示 し た 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ を 製 造 し 、 そ の 有 効 性 を 実 証 す る た め の 実 験 を 行
っ た 。 な お 、 実 験 に 使 用 し た 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ は 次 の 理 由 に よ り ５ ０ ｍ ｌ の 容 量 に 設 定 し
た 。
　 す な わ ち 、 第 １ に 慢 性 呼 吸 不 全 患 者 の ８ ０ ％ 以 上 は 処 方 酸 素 量 が ２ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 以 下 で あ
る 。 患 者 の 呼 吸 数 は １ ０ 回 ／ ｍ ｉ ｎ が 一 般 的 で あ る か ら １ 回 当 た り の 処 方 酸 素 量 は 約 ２ ０
０ ｍ ｌ に 相 当 し 、 ま た 、 実 際 に 吸 気 と し て 吸 入 す る の は そ の １ ／ ３ の 約 ６ ７ ｍ ｌ で あ る 。
ち な み に 残 り ２ ／ ３ の 酸 素 は 呼 気 と 一 緒 に 大 気 中 に 放 出 さ れ る 。 第 ２ に 酸 素 チ ャ ン バ ー の
容 量 は 、 酸 素 供 給 手 段 か ら 供 給 さ れ る １ 回 の 呼 吸 分 の ほ ぼ ２ ／ ３ で よ い た め 、 そ の １ 回 の
呼 吸 分 が 前 記 の よ う に 約 ６ ７ ｍ ｌ で あ れ ば ４ ５ ｍ ｌ 以 上 で よ い こ と に な る 。 従 っ て 酸 素 チ
ャ ン バ ー ３ の 容 量 と し て ４ ５ ｍ ｌ に 若 干 の 余 裕 を 持 た せ た ５ ０ ｍ ｌ に 設 定 す れ ば 、 慢 性 呼
吸 不 全 患 者 の 殆 ど に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 実 験 ］
　 先 ず 、 呼 吸 回 数 ＝ １ ０ 回 ／ ｍ ｉ ｎ 、 吸 気 と 呼 気 の 割 合 ＝ １ ： ２ に 設 定 し て 人 工 的 な 呼 吸
を 作 り 、 そ の 人 工 的 な 呼 吸 で 図 １ に 示 し た 吸 入 器 ２ の 供 給 口 １ ０ か ら 吸 気 と 呼 気 を 繰 り 返
し た 。 吸 入 器 ２ に 装 着 し た 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ の 容 量 は 前 記 の よ う に ５ ０ ｍ ｌ で あ る 。 一 方
、 吸 入 器 ２ の 霧 化 手 段 ９ に 対 し て コ ン プ レ ッ サ ー ４ か ら ６ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ の 圧 縮 空 気 を 送 り 込
み 、 ま た 、 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ か ら ２ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ の 酸 素 濃 縮 空 気 を 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ に 供 給
し た 。 そ し て 供 給 口 １ ０ の 酸 素 濃 度 を 測 定 し 、 平 均 酸 素 濃 度 を 算 出 し た 。 な お 、 １ 回 の 呼
吸 量 （ ｍ ｌ ） は 、 個 人 差 を 考 慮 し 、 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ７ ０ ０ 、 ８ ０ ０ に
変 更 し て 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 通 常 、 酸 素 濃 縮 装 置 ５ ０ で ２ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ の 酸 素 濃 縮 空 気 を 鼻 カ ニ ュ ー ラ （ 吸 引 者 の 鼻 孔
に 酸 素 を 供 給 す る 管 ） で 供 給 し た 場 合 、 実 際 に 吸 入 す る 酸 素 濃 度 は ２ ３ ～ ２ ８ ％ 程 度 に な
る が 、 実 験 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 供 給 口 １ ０ の 酸 素 濃 度 は そ の 値 に 近 い こ と が 判 る 。 従
っ て 、 使 用 者 に 対 し て 適 正 な 濃 度 の 酸 素 が 吸 入 対 象 物 と 共 に 供 給 で き る こ と が 確 認 で き た
。
　 な お 、 比 較 の た め に 、 従 来 例 を 示 す 図 ７ の コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ３ に 代 え て 酸 素 ボ ン ベ を
使 用 し 、 霧 化 手 段 １ ０ ４ に 動 作 担 体 気 体 と し て 酸 素 を 供 給 す る 従 来 方 法 で 同 様 の 実 験 を 行
っ た 結 果 、 表 １ に 示 し た よ う に 必 要 以 上 に 高 い 濃 度 の 酸 素 が 供 給 口 １ ０ ５ に 供 給 さ れ て い
た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 も ち ろ ん 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 実 施 形 態 の 吸 入 器 ２ は 、 主 室 ６ と 供 給 口 １ ０ が 逆 さ ト 字 状 に
交 差 す る 形 態 に な っ て い る が 、 図 ３ に 示 し た よ う に 主 室 ６ と 供 給 口 １ ０ が Ｔ 字 を 構 成 す る
形 態 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ と 吸 入 器 ２ を 別 体 と し 、 吸 入 器 ２ の 気 体 導 入 口
８ に 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ を 装 着 す る 構 成 を 示 し た が 、 図 ４ に 示 し た よ う に 吸 入 器 ２ と 酸 素 チ
ャ ン バ ー ３ を 一 体 に 形 成 し て も も ち ろ ん よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 の 吸 入 器 ２ は 、 霧 化 手 段 ９ と し て 圧 縮 空 気 に よ る ジ ェ ッ ト 式 を 採 用 し た
が 、 霧 化 手 段 ９ の 構 造 を そ の よ う な ジ ェ ッ ト 式 に 限 定 す る 必 要 は な く 、 例 え ば 霧 化 手 段 ９
と し て 超 音 波 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 の 吸 入 器 ２ の 供 給 口 １ ０ は 、 口 に く わ え る マ ウ ス ピ ー ス 型 の も の を 例 示
し た が 、 鼻 孔 を 対 象 と す る 例 え ば 鼻 カ ニ ュ ー ラ 型 の よ う な も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 の 吸 入 器 ２ は 液 状 の 吸 入 対 象 物 に 対 応 す る が 、 図 ５ ， 図 ６ に 示 し た よ う
に 粉 状 の 吸 入 対 象 物 に 対 応 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の 吸 入 器 ２ は 、 液 状 の 吸 入
対 象 物 を 霧 化 さ せ る 霧 化 手 段 ９ に 代 え て 、 主 室 ６ 内 の 空 中 に 粉 状 の 吸 入 対 象 物 を 分 散 さ せ
る 撹 拌 翼 １ ６ や 超 音 波 振 動 器 １ ７ の よ う な 分 散 手 段 が 設 け ら れ る 。 も ち ろ ん 分 散 手 段 は こ
の よ う な 機 械 的 手 段 を 使 用 し な い で 、 吸 気 に よ る 空 気 の 流 れ で 吸 入 対 象 物 を 巻 き 上 げ る よ
う に し て も よ い 。 何 れ の 場 合 も 酸 素 チ ャ ン バ ー ３ の 作 用 ・ 構 成 ・ 効 果 は 上 記 実 施 形 態 と 同
じ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 図 １ 】 吸 入 装 置 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 酸 素 チ ャ ン バ ー を 半 断 面 に し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 吸 入 装 置 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 吸 入 装 置 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 形 態 を 示 す 吸 入 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 他 の 形 態 を 示 す 吸 入 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 吸 入 装 置 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 … 吸 入 装 置
　 ２ 　 … 吸 入 器
　 ３ 　 … 酸 素 チ ャ ン バ ー
　 ４ 　 … コ ン プ レ ッ サ ー
　 ５ ０ … 酸 素 濃 縮 装 置 （ 酸 素 供 給 手 段 ）
　 ６ 　 … 主 室
　 ８ 　 … 気 体 導 入 口
　 ９ 　 … 霧 化 手 段
　 １ ０ … 供 給 口
　 １ １ … 酸 素 供 給 経 路
　 １ ２ … 外 気 導 入 経 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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